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【学校教育目標】 思いやりの心を持ち、自ら学び、健康でたくましく、生き生きと輝く児童の育成
【 具 体 目 標 】 ◯仲良く助け合える子（徳） ◯よく考え学び続ける子（知） ◯進んで体をきたえる子（体）

学 校 評 議 員 の 皆 様 が 来 校 し ま し た ！
７日(火)に、学校評議員会を開催しました。
学校評議員の皆様は毎年選出されます。学校評議員会の目的は、

校長が学校運営を進めていく際に、地域住民、保護者及び有識者か
ら広く意見を聞き、「開かれた学校づくり、魅力ある学校づくり」を
していくための制度として位置づけられています。本校は、毎年４
地区からそれぞれ輪番で、区長様、民生委員様、公民会長様、婦人
会長様を充て、前ＰＴＡ会長様を加えた５名の方々に委嘱していま
す。
当日は３時間目の授業を参観し、その後、校長より学校経営方針、

学校の様子、前年度の学校評価の結果等を説明しました。給食をと
りながら、会議とは違ったリラックスした中で、様々な意見交換を
いたしました。
評議員の方々からは、「授業中、先生方が熱心に指導している様子

や、子どもたちが一生懸命学習に取り組む姿が見られた。」との感想をいただきました。
また、「英語学習についての取組」についての質問が出されました。

嬬恋村は、多くの外国人が就労する地域でもあり、英語によるコミュニ
ケーションの重要性が高まっている点からのご質問でした。本校では開
校前年度から４年間の文科省指定を受けて、英語学習を先進的に進めて
きました。その際の指導法と、積み上げられた英語教材を使いながら、
現在、担任とＡＬＴによるティームティーチングを通して英語に関する
知識やコミュニケーション能力の向上を目指していることを説明しまし
た。英語を有効活用できる子どもたちに育つよう学校も努力していきた
いと思います。
他にも、「あいさつの大切さ」「将来の就職も含めた進路指導」等につ

いて意見交換をしました。

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 今年度の校評議員の皆様
田代区長 松本 兼久 様

浅間団の様子→ 大前区民生委員 古川富美子 様
大笹区公民館長 本間 健一 様

榛名団の様子 干俣区婦人会長 黒岩佳代子 様
↓ 前ＰＴＡ会長 黒岩 裕葵 様

団 活 動
四阿団 団員の自己紹介

あずまやだん ３日(金)の業間活動の時間を使
の様子→ って「団活動：各団自己紹介」を、

校庭でそれぞれの場所に団ごとに
集まり、自己紹介をしました。

大勢の前で、自分の学級と名前を言う
ことは大切な体験となります。加えて、最後に「よろしくお願いします」とい
うあいさつもまた、大切な言葉です。それぞれの団で、６年生が中心となりこ
の活動を進めていました。これからも６年生、５年生を中心に有意義な「団活
動」ができるようにしていきましょう。

↑ 白根団の様子 ６月15日からの学校再開以来、様々な活動が本格的に始まっています！

西部小



「アンケートへの回答」のお願い 県から本校が抽出され、依頼されました

先週、４年生から６年生の児童の皆さんと保護者の皆様方に、左記のよ
うな「ハンドブック」と「アンケート用紙」を配布させていただきました。
コロナ感染拡大防止から、３月から３ヶ月間休校となり「巣ごもり」が

始まりました。こうした中で、自宅で料理に挑戦する児童や生徒の様子を
取り上げるマスコミも少なくありませんでした。給食がない状況で、家庭
での食事準備はとてもご苦労があったことと思います。
「巣ごもり」を通して、「食」の大切さを意識させられました。都市部で

は外食の代わる宅配食の増加、そして持て余した時間を料理に充てていた
ようでした。
この『食育ハンドブック』は、成長期にある子どもたちへのメッセージ

集として作製され、「食の大切さ」、「群馬の特産品」、「料理法やレシピ」等、
学校の授業では十分に教えられない内容も含んでいます。お子さんと一緒
になってご覧いただき、ご感想を寄せていただければ幸いです。

嬬恋村スポーツ協会 ジュニアスポーツ奨励賞
今年度ここまでは、児童が活躍するすべての大会が中止となっています。本紙８号でお知らせしまし

たとおり、多くの各種大会が中止となっています。先日も、吾妻郡スポーツ大会(旧称：郡民祭)及び嬬
恋村文化祭、それぞれの中止が決定され、学校にも通知されました。

この表彰は、昨年度の各種スポーツ大会を通じて輝かしい活躍を見せた選手(児童)の皆さんを、嬬恋
村スポーツ協会が表彰するものです。本来であれば、村民の皆さんが集う「嬬恋村文化祭」の場にて表
彰式が行われるのですが、昨年は台風被災のため実現できませんでした。その後、村では機会をとらえ
てと考えていましたが、コロナウィルス感染拡大から、規模こそ縮小しますが、学校内での表彰となり
ました。
多くの村民の皆様に知らせていく意味からも、紙面ではありますが、下記の本校児童の大きな活躍を
お知らせいたします。今後もその活躍を期待したいと思います。

（敬称略）

スキーアルペン 清水 遥（３年生）

スピードスケート 松本陽之心（５年生） 松宗 咲良（５年生） 羽生田 慎（５年生）

１年生：生活科授業「みずであそぼう」 ～嬬恋村ふれあいサポーターの皆様来校～
10日(金)５校時、１年生の生活科で「みずであそぼう」の授業では、嬬恋村ふれあいサポーターの皆様に

来校していただきました。そして、一緒に指導や支援をしてもらいながら、授業が楽しく行われるようお手
伝いしてくださいました。

やや霧雨もようでしたが、途中からは雨も上がって、１年生は元気よく、楽し
く、そして、工夫しながらシャボン玉を作り空に飛ばしていました。中には、野
球場の方まで飛んでいき、林の中に消えていったものもありました。１年生の歓
声の響く、にぎやかな活動となりました。
終わりを告げる先生の声とともに、男の子が「○○君、楽しかったね？」と、

大きな声が聞こえてきました。最後はみんなで並んで、サポーターの方々に向か
って「ありがとうございました。」と、お礼のあいさつをして終わりました。





マーチング練習について ３年生 ： 郷土学習 「キャベツ学習」
高学年の児童の多くが、マーチングの練習再開につ 「おちょんきねっと」の皆さんが授業

いて気にしています。現在、他町村の様子を聞いてみ
ると、１学期の間は、感染防止等の意味から、その活 中学年の社会科では郷土学習をします。
動を残念ながら自粛しているとのことでした。 ３年生は「キャベツ学習」、４年生は「村め
理由の一つは、３密を防ぐ必要があるということで ぐり学習」を、それぞれ毎年行っています。今

す。パート練習はともかく、集団での練習が必須とな 年も３年生は、『おちょんきねっと』【村のキャ
る場面があるためです。特に、マスクを外し、大きく ベツ農家の皆様のグループ】の方々による「キ
息を吐きながら演奏する楽器が多いということに加え ャベツ栽培」についての授業を行いました。
て、どうしても唾液が床に落ちる場面等も想定され、 紙芝居を使って、キャベツの栽培がどのよう
校内での感染リスクが高くなってしまう可能性がある にして行われているかを、見せていただくとと
からです。 もに、質問紙を使って、学んだ内容のふり返り
理由の二つ目は、練習時間を十分に確保できないと も行われました。

いうことです。県教委は、各学年とも「学ぶべき学習
内容」について、全教科とも、全ての単元を網羅し習
得を図るよう通知してきました。しかし、授業時間が
足らないという現実があるため、次のような指示が出
ています。

通常１０時間で扱う学習単元を、今年度に限っ
て指導時間を３割縮減して「７時間で扱うように」
との通知が出されています。

この通知は当然の指示であり、通常通りに実施する
と全ての単元は終わらず、学習の積み残しができてし
まいます。こうした積み残しを防ぐためにも、授業時
間の確保が大変重要であり、その分、体験的な学習が ↑ 授業風景
やや削減されることとなります。マーチングもその例
外ではないと考えます。少なくとも１学期は、遅延し
て始まった授業が少しでも進むよう努力すべき期間で
あると思います。こうした背景へのご理解をお願いい
たします。

５年生キャンプについて
手描き

毎年７月実施で、５年生にとっては大切な野 の
外活動であり、宿泊体験活動である「キャンプ」 紙芝居
は、とても残念ですが、中止とさせていただき →→→
ました。
やはり、コロナウィルス感染防止を考慮する 「キャベツ栽培」を画いた『紙芝居』の作製者

と、屋外であっても「密」となることが想定され、 石井靖業(ｲｼｲﾔｽﾅﾘ)先生です。先生はH28.3月本校を最後に

就寝はテント内となります。児童の健康と安全 退職されました。専門は美術。本校では英語教育にも尽力さ

を最優先と考えた時に、推奨できる行事ではな れました。昨年春、病気のため58歳にて永眠なさいました。

いと判断させていただきました。判断へのご理解、 『紙芝居』は、今後も村の児童の学習に活用されていくこ

ご了承をお願いいたします。 とと思います。先生のご冥福をお祈りいたします。






